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正副議長・委員会が決まりました。
５月９日に第２回臨時会が開催され、正副議長をはじめ、議会運営委員、常任委員などが選出されました。
また、人事案件２件、補正予算１件、その他の案件５件が市長から上程され、副市長、監査委員の選任に同
意し、補正予算１件を可決し、その他の案件５件を承認しました。
正副議長選挙では、議長に加藤辰亥議員、副議長に加藤淳一議員が当選されました。
さらに議会運営委員会、各常任委員会、各特別委員会の正副委員長選挙が行われました。

平成29年第2回臨時会報告

議長 加藤　辰亥監査委員 山田　正和 副議長 加藤　淳一

市民の皆様には、平素より、市議会に対しまして、温かいご協力と力強いご支援を賜り、心より厚くお
礼申し上げます。
この度、５月臨時会において議長の重責を担うこととなりました加藤辰亥でございます。改めてその責

任の重さを痛感し、身の引き締まる思いであります。
今後とも、議会の果たすべき役割を十分認識し、公正かつ円滑な議会運営に努め、本市の発展と市民福

祉の向上に、最善の努力を尽くして参りますので、皆様方の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げ、就任の挨拶といたします。

議 長 あ い さ つ
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議第29号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議第30号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第31号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第32号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第33号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第34号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第35号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第36号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　 ×：反対　 ※：除斥
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第29号 土岐市副市長の選任同意について 加藤淳司さんの選任同意
議第30号 平成29年度土岐市一般会計補正予算（第1号） 学校給食センター蒸気配管設備改修事業

議第31号 専決処分の報告及び承認について
専第3号平成28年度土岐市一般会計補正予算（第5号） 補正額　80,369千円

議第32号 専決処分の報告及び承認について
専第4号平成28年度土岐市駐車場事業特別会計補正予算（第1号） 補正額　3,096千円

議第33号 専決処分の報告及び承認について
専第5号土岐市税条例の一部を改正する条例について 地方税法等の一部改正に伴うもの

議第34号 専決処分の報告及び承認について
専第6号土岐市都市計画税条例の一部を改正する条例について 地方税法の一部改正に伴うもの

議第35号
専決処分の報告及び承認について
専第7号土岐市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例について

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準
を定める政令の一部改正に伴うもの

議第36号 土岐市監査委員の選任同意について 山田正和さんの選任同意

正 副 議 長 議　　長 加藤　辰亥
 副 議 長 加藤　淳一
 監査委員 山田　正和
委 員 会 構 成 等　　◎委員長　○副委員長
 ◎杉浦　司美　　○西尾　隆久　　小栗　恒雄　　髙井由美子
 　渡邉　　隆　　　楓　　博元　　後藤　久男　　水野　哲男

　　　　　　  ┬ ◎各務　和彦　　○髙井由美子　　渡邉　　隆　　杉浦　司美
　　　　　　│ 　加藤　辰亥　　　後藤　久男　　山田　正和　　和田　悦子
　　　　　　│ 　小関　篤司
　　　　　　│
　　　　　　└ ◎北谷　峰二　　○水石　玲子　　西尾　隆久　　小栗　恒雄　
 　山内　房壽　　　楓　　博元　　加藤　淳一　　鈴木　正義　　
 　水野　哲男

　　　　　　  ┬ ◎小栗　恒雄　　○山内　房壽　　杉浦　司美　　加藤　辰亥
　　　　　　│ 　山田　正和　　　鈴木　正義　　各務　和彦　　水石　玲子
　　　　　　│ 　小関　篤司
　　　　　　│
　　　　　　└ ◎後藤　久男　　○楓　　博元　　西尾　隆久　　髙井由美子
 　渡邉　　隆　　　加藤　淳一　　北谷　峰二　　水野　哲男
 　和田　悦子

　　　　　　　　　加藤　淳一

　　　　　　　　　東濃農業共済事務組合　　　　　　　　　加藤　辰亥
　　　　　　　　　東濃西部広域行政事務組合　　　　　　　加藤　辰亥　　各務　和彦　　北谷　峰二
　　　　　　　　　土岐川防災ダム一部事務組合　　　　　　加藤　辰亥
　　　　　　　　　土岐市及び瑞浪市休日急病診療所組合　　加藤　辰亥　　各務　和彦　　髙井由美子

 （土岐津）山田　正和　（下石）杉浦　司美　（妻木）鈴木　正義　（濃南）水野　哲男
 （駄知）　　後藤　久男　（肥田）水石　玲子　（泉）　　和田　悦子

議会運営委員会

常任委員会 第１常任委員会

第２常任委員会

特別委員会 議　会　改　革

病　院　改　革

土岐市農業委員

組　合　議　員

議　員　団　長

議議 会会 構構 成成
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議案番号 議決結果
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議第1号 可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議第2号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議第3号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第4号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第5号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第6号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第7号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第8号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第9号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第10号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第11号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第12号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第13号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第14号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第15号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第16号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第17号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第18号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第19号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第20号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第21号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第22号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第23号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第24号 承認 × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議第25号 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第26号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第27号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第28号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第１回定例会には、平成29年度予算関係11件、平成28年度補正予算関係２件、条例関係11件、人事案件１件、
その他の案件３件の合計28件が市長から上程されました。
今定例会に上程されました予算関係、条例関係、その他の案件の25件は、各常任委員会に付託され、３月８日～
14日、27日に審査し、本会議において、原案のとおり可決しました。
人事案件、その他の案件の３件については、２日目に採決をし、原案のとおり同意及び承認しました。
本会議での採決状況及び結果につきましては、下表のとおりです。
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第1号 平成29年度土岐市一般会計予算 23,477,000千円
議第2号 平成29年度土岐市下水道事業特別会計予算 1,977,913千円
議第3号 平成29年度土岐市国民健康保険特別会計予算 7,372,177千円
議第4号 平成29年度土岐市駐車場事業特別会計予算 63,151千円
議第5号 平成29年度土岐市介護保険特別会計予算 5,902,716千円
議第6号 平成29年度土岐市農業集落排水事業特別会計予算 37,494千円
議第7号 平成29年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計予算 40,749千円

議第8号 平成29年度土岐市・瑞浪市障害者総合支援認定審
査会特別会計予算 5,799千円

議第9号 平成29年度土岐市後期高齢者医療保険特別会計予算 737,927千円
議第10号 平成29年度土岐市病院事業会計予算 7,840,465千円
議第11号 平成29年度土岐市水道事業会計予算 2,850,482千円
議第12号 平成28年度土岐市一般会計補正予算（第４号） 補正額　　639,786千円
議第13号 平成28年度土岐市介護保険特別会計補正予算（第２号） 補正額　　 66,074千円

議第14号 土岐市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 確定拠出年金法の一部改正等に伴うもの

議第15号
土岐市職員の育児休業等に関する条例及び土岐市
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例について

地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児
休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働
者の福祉に関する法律の一部改正に伴うもの

議第16号 土岐市個人情報保護条例の一部を改正する条例に
ついて

行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律の一部改正等に伴うもの

議第17号 土岐市物品調達基金条例を廃止する条例について 土岐市物品調達基金を廃止するため
議第18号 土岐市役所支所設置条例の一部を改正する条例について 土岐市役所西部支所を移転するため
議第19号 土岐市税条例等の一部を改正する条例について 地方税法等の一部改正等に伴うもの
議第20号 土岐市空家等対策審議会設置条例について 土岐市空家等対策審議会を設置するため
議第21号 土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 国民健康保険法施行令等の一部改正等に伴うもの

議第22号 土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土岐の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例について 西部在宅介護支援センターを廃止するため

議第23号 土岐市地域包括支援センターの職員に係る基準等
を定める条例の一部を改正する条例について 介護保険法施行規則の一部改正に伴うもの

議第24号
専決処分の報告及び承認について
専第11号　土岐市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例の一部を改正する条例について

産業廃棄物の処理費用について、急激な額の変
更を緩和するため

議第25号 専決処分の報告及び承認について
専第２号　損害賠償の額を定めることについて 損害賠償の額を定めたもの

議第26号 土岐口開発アクセス道路の国道19号への取付等工
事の施行に関する契約について

国土交通省中部地方整備局長と締結しようとす
るもの

議第27号 土岐市監査委員の選任同意について 森川朋美さんの再任同意

議第28号 土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例に
ついて 国民健康保険法施行令の一部改正に伴うもの

平成29年 第 １ 回 定 例 会 報 告
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委員会報告（第１常任委員会）

平成29年度土岐市一般会計予算（所管部分）
　　　人口減少の中、個人市民税収入が増えているが、その理由は。
　　　労働力人口はほぼ横ばいであるが、市民全体で所得が増えている傾向があり、増収を見込んでいる。
　　　土岐くらしのラボ事業について、どういう形でまちづくりの発展、進展を目指していくのか。
　　　ワークショップや参加者全体での交流会を通して、提案されたアイデア等を
実践していくことで、市民が繋がる仕組みづくりを構築していきたい。
　　　民生費の生活困窮者自立支援事業の成果について。
　　　28年度2月までの実績として、新規相談者が46名で、そのうち4名が一般就
労に結びついている。
　　　病後児保育事業が増加している理由について。
　　　これまで瑞浪市、恵那市と3市で費用負担し、東濃厚生病院にて実施してきたが、恵那市が独自で事業開
始したため、恵那市分の負担が増加した。
　　　電源立地地域対策交付金は、発電施設の設置、運転について立地周辺地域の理解を得るために交付される
ものであり、交付金を受け取るべきでないと考え、この予算に反対する。
　　　西部こども園整備について、250名という大規模な園では、子どもに対して目が行き届くか心配であり、
この予算に反対する。

質疑
答弁
質疑
答弁

質疑
答弁

質疑
答弁

討論

討論

平成29年度土岐市国民健康保険特別会計予算
　　　国民健康保険基金の残高について。
　　　平成28年度に1億円繰り入れると2億円程
度の残になる。
　　　低所得の方が多く加入されており、基金な
どを利用し、できるだけ保険料負担を減らせるよ
う要望し、この予算に反対する。

質疑
答弁

討論

土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土岐の設置及
び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　　西部在宅介護支援センターを廃止すること
により、サービスに影響はないか。
　　　地域包括支援センターが業務を包括するの
で、サービスが落ちることはない。

質疑

答弁

土岐市税条例等の一部を改正する条例について
　　　条例改正により、軽自動車取得の際、環境性能
割の分が増額されるのか。
　　　県税の自動車取得税の廃止後、課税されること
により、従来とほぼ同様の負担である。

質疑

答弁

平成29年度土岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計
予算
　　　システム改修の内容は。
　　　認定期間が24か月から36か月になる計画があ
り、二次判定の簡略化も含めたシステム改修である。

質疑
答弁

平成29年度土岐市病院事業会計予算
　　　一般会計からの繰入金が5400万円程減額とな
っている要因は。
　　　主な要因として、電子カルテシステムの維持に
要する繰り入れが減額したこと。
企業債償還金の減額が挙げられる。
　　　入院患者が増えてきているが、7対1の看護体
制は維持できるのか。
　　　看護師の募集を積極的に行い、7対1の看護体
制を堅持していく。
　　　電子カルテの更新は何年ごとに行うのか。
　　　法定の年数は、5年から7年であるが、今回は7
年で更新する。
　　　病院が総力をあげて病院経営に取り組んで、経
営改善の努力が見られるので、この予算に賛成する。

質疑

答弁

質疑

答弁

質疑
答弁

討論

土岐市個人情報保護条例の一部を改正する条例に
ついて
　　　番号法の改正により、独自利用事務を情報
連携させるとのことであるが、情報漏えいやプラ
イバシー侵害の危険性があり、適用を拡大しない
方がいいのではないか。
　　　条例で規定する事務について、情報提供シ
ステムを活用することによって、申請者の負担軽
減を図ることができる。
　　　市の利用事務の情報連携が拡大すれば、情
報漏えいやプライバシー侵害の危険性があり、こ
の条例に反対する。

質疑

答弁

討論
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委員会報告（第２常任委員会）

平成29年度土岐市一般会計予算（所管部分）
　　　衛生使用料のうち斎場使用料が前年度と比べ半減している理由は。
　　　使用料の改定により延長料金がなくなり実質値下げとなっている
ことに加え、利用件数の減によるものである。
　　　塵芥処理費の環境センター長寿命化事業について、金額がかなり
高額であるが、いつまでの事業か。
　　　平成29年度の1号炉の改修で大規模更新は終了する。
　　　商工振興費の創業者家賃補助等の創業者とは。
　　　創業者とは商工会議所が開催する創業支援塾の受講により認定されるもので、利子、出店、家賃、店舗賃
貸借の4つの補助金の支援を受けることができる。
　　　青少年育成費の放課後教室嘱託員増員の理由は。
　　　参加児童の増及び障がいを持つ児童への対応のため、指導員を2名増員する。
　　　電源立地地域対策交付金は、高レベル核廃棄物等に対して、立地や周辺地域の理解を得やすくするための
思惑がある危うい交付金であり、市職員の人件費に充当することは不適切であるため、この予算には反対する。
　　　土岐口開発に伴う道路整備事業費の歳入について疑義があることから、この予算には反対する。

質疑
答弁

質疑

答弁
質疑
答弁

質疑
答弁
討論

討論

平成28年度土岐市一般会計補正予算（第4号）
（所管部分）
　　　繰越明許費に含まれる事業について。
　　　濃南中学校、泉中学校のトイレ洋式化工事、濃
南中学校の屋内運動場大規模改造工事の3件である。

質疑
答弁

平成29年度土岐市下水道事業特別会計予算
　　　下水道建設費の工事請負費のうち中山工区部
分について。
　　　浄化センターから土岐口財産区の開発区域ま
での1.6キロメートルの排水管布設工事であり、事
業費は概ね二億円程度を想定している。土岐口財産
区には受益者負担金相当額として総事業費の20%の
負担をお願いする予定である。
　　　中山工区部分の工事については、イオンモー
ル株式会社からの要望により合併浄化槽から下水道
に変更になったことから、負担割合に疑問があるの
で、この予算には反対する。

質疑

答弁

討論

平成29年度土岐市水道事業会計予算
　　　建設改良費の配水施設改良費のうち土岐口開
発関連事業について。
　　　土岐口開発事業区域を含め土岐津町大洞地区
に供給する配水管の耐震化工事を計画しており、事
業年度は3カ年とし、総事業費は概算で2億円を予
定している。開発事業者には50%強の負担をお願い
できるものと推測している。
　　　土岐口開発に関する給水には疑問が残るもの
の、大洞地区配水管の耐震化事業であることから、
配水管の負担金についての報告を要望し、この予算
には賛成する。

質疑

答弁

討論

平成29年度土岐市駐車場事業特別会計予算
　　　駐車場事業費の印刷製本費が前年度と比べ
250万円が増額となっている理由は。
　　　駅西駐車場の24時間自動化に伴い、使用可
能としたプリペイドカードの印刷費である。

質疑

答弁

土岐市環境センター

土岐口開発の様子
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小関　祥子

小関　祥子

和田　悦子

小関　篤司

◆
い
よ
い
よ
３
月
７
日
に
核
融
合
科
学

研
究
所
の
重
水
素
実
験
が
始
ま
り
、
放

射
性
物
質
が
発
生
し
ま
す
。

　

核
融
合
科
学
研
究
所
の
職
員
数
と
税
収

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
２
月
現
在
の
職
員
数
は

３
０
０
名
。
そ
の
う
ち
土
岐
市
在
住
者
は

47
名
で
す
。
法
人
市
民
税
と
固
定
資
産
税

は
非
課
税
で
す
。

　

平
成
11
年
に
「
土
岐
市
放
射
性
廃
棄
物

等
に
関
す
る
条
例
」（
案
）が
で
き
た
。「
い

か
な
る
場
合
も
放
射
性
廃
棄
物
等
の
持
ち

込
み
を
拒
否
す
る
」
と
あ
る
が
、
実
験
後

の
ヘ
リ
カ
ル
装
置
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
放

射
化
し
、
放
射
性
廃
棄
物
と
な
り
条
例
違

反
を
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
。

　

放
射
性
廃
棄
物
を
管
理
す
る
法
律
で
は

核
燃
料
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
も
の

で
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
ヘ
リ
カ
ル
装
置
等
は
再
利
用
が

可
能
に
な
る
ま
で
適
切
に
管
理
す
る
計
画

で
、
廃
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
。
条
例
で

定
義
す
る
放
射
性
廃
棄
物
に
は
該
当
せ
ず
、

条
例
違
反
と
い
う
考
え
で
は
な
い
。

　

放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
も
の
を
放

◆
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
団
体
等
の
減
免
基
準
変
更
に

つ
い
て
、
急
な
変
更
で
あ
り
、
団
体
の
方

か
ら
も
戸
惑
い
の
声
や
、
活
動
が
今
後
継

続
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
の
声
も
あ
り
、

変
更
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

公
民
館
は
極
力
安
く
、
市
民
が
使
い
や
す

い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思

い
で
質
問
し
ま
す
。
こ
の
減
免
基
準
変
更

の
市
と
し
て
の
考
え
方
は
？

　

そ
の
活
動
が
自
分
た
ち
の
楽
し
み
や
趣

味
的
な
学
び
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
な
い

で
、
地
域
活
動
や
団
体
活
動
な
ど
、
公
益

的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
、
見
直
し
に
当
た

り
、
施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
と
利
用
さ
れ

な
い
方
の
公
平
性
を
図
る
観
点
か
ら
減
額

の
割
合
に
つ
い
て
見
直
し
、
一
部
の
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
市
民
の
方
の
総
数
と
施
設
利

用
の
割
合
は

　

平
成
28
年
４
月
現
在
で
、
２
１
８
団
体
、

延
べ
３
０
０
０
人
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
利
用
割
合
は
、
平
成
27
年
の
実
績

で
73
・
５
％
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
変
更
に
よ
る
負
担
額
は
？

射
性
廃
棄
物
、
と
誰
が
考
え
て
も
納
得
い

く
解
釈
で
い
い
の
だ
と
思
う
。
核
融
合
科

学
研
究
所
自
身
が
ヘ
リ
カ
ル
装
置
の
構
造

材
は
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
と
説
明
し

て
い
る
。
認
識
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
億
度
と
い
う
想
像
も
つ
か
な
い
熱
で

９
年
間
も
経
た
装
置
を
40
年
後
に
再
利
用

す
る
の
は
想
像
が
つ
か
な
い
が
。

　

私
ど
も
も
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ち

ょ
っ
と
お
答
え
で
き
な
い
。

●
廃
棄
し
な
い
か
ら
廃
棄
物
で
は
な
い
と

い
う
の
は
詭
弁
。
放
射
化
し
た
存
在
そ
の

も
の
が
問
題
で
あ
り
、
よ
り
市
民
に
沿
っ

た
捉
え
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

事
故
時
、
核
融
合
研
か
ら
の
通
知
は
24

時
間
対
応
が
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る

か
。

　

一
義
的
に
は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
連
絡

が
入
る
。
衛
星
電
話
、
衛
星
フ
ァ
ク
ス
も

配
備
さ
れ
て
い
る
。

　

40
年
間
の
安
全
の
担
保
を
と
る
必
要
は

な
い
か
。

　
「
核
融
合
科
学
研
究
所
周
辺
環
境
の
保

全
等
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
公

害
防
止
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

と
約
束
を
し
て
い
る
。

　

生
き
が
い
目
的
の
市
民
活
動
団
体
の
交

流
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
中
で
活
動

の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
セ
ン
タ

ー
は
今
後
の
課
題
と
な
る
か
と
思
う
。

　

約
２
５
０
万
円
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
額
は
使
用
回
数
や
利
用
団
体
の
減

少
を
予
想
さ
れ
て
の
数
字
か
？

　

金
額
を
徴
収
す
る
か
し
な
い
か
に
よ
っ

て
土
岐
市
の
生
涯
学
習
が
減
少
す
る
。
も

し
く
は
衰
退
す
る
も
の
で
は
な
い
で
す
。

　

公
民
館
は
市
民
の
税
金
で
建
て
、
施
設

が
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
施
設

で
す
。
ど
う
す
れ
ば
利
用
者
が
増
え
る
か

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

　
（
市
長
）使
い
や
す
い
価
格
に
設
定
す
る

こ
と
は
大
原
則
で
す
。
今
回
の
使
用
料
は

そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
負
担
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。３
０
０
０
人
の
方
も
人
口
の
５
％
で

す
。
や
は
り
電
気
代
や
維
持
管
理
に
か
か

る
も
の
を
ご
負
担
い
た
だ
く
の
が
筋
で
す
。

　

廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
等
の
額
の
改
定

に
つ
い
て
、
議
会
の
付
帯
決
議
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
？

　

基
金
創
設
は
平
成
30
年
の
現
状
を
踏
ま

え
つ
つ
、
研
究
を
進
め
ま
す
。
説
明
会
の

開
催
は
平
成
29
年
度
よ
り
、
各
地
区
・
団

体
単
位
、
小
規
模
で
も
要
望
が
あ
れ
ば
実

施
す
る
よ
う
準
備
し
ま
す
。
再
度
有
料
化

の
検
証
は
国
の
施
策
で
も
あ
り
、
説
明
会

の
意
見
を
真

に
受
け
止
め
、
十
分
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

再
検
証
で
有
料
化
を
考
え
直
す
可
能
性

は
あ
る
の
か
？

　

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
や
む
を
得

な
い
と
い
う
声
を
多
く
聞
い
て
お
り
、
大

切
な
施
策
で
、
政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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小関　祥子渡邉　　隆

◆
平
成
29
年
度
予
算
指
針
と
病
院
改
革

の
策
定
と
今
年
度
経
営
戦
略
に
つ
い
て

　

今
年
度
予
算
総
論
に
つ
い
て

　

市
は
基
本
的
に
国
の
制
度
に
基
づ
い
て

市
民
の
た
め
に
事
業
を
す
る
の
が
基
本
で

す
。
経
常
収
支
比
率
は
90
％
で
推
移
し
独

自
事
業
は
10
％
で
や
っ
て
い
ま
す
。
独
自

性
が
な
く
市
民
の
安
心
安
全
、
健
康
の
た

め
に
や
っ
て
い
く
事
業
が
中
心
で
す
。
29

年
か
ら
30
年
度
は
沢
山
の
財
源
が
必
要
で

起
債
に
頼
る
。
財
政
上
は
厳
し
い
状
況
で

す
。

　

歳
入
出
の
増
減
、
ポ
イ
ン
ト
、
単
年
度

編
成
で
あ
る
が
次
世
代
負
担
に
頼
る
点
に

つ
い
て

　

繰
入
金
と
市
債
は
大
型
事
業
へ
年
度
間

の
財
源
調
整
と
い
う
こ
と
で
有
効
と
思
う
。

庁
舎
建
設
で
新
年
度
交
付
税
が
新
し
く
本

体
工
事
代
で
８
〜
９
億
円
程
参
入
が
あ
る
。

新
し
い
財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

質
交
際
費
率
も
10
％
前
後
で
落
ち
つ
い
て

率
的
に
は
健
全
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

土
岐
口
開
発
に
つ
い
て
、
財
産
区
土
地

利
用
事
業
、
国
県
市
の
地
域
開
発
事
業
で

財
産
区
と
市
、
２
つ
の
地
方
自
治
体
が
一

体
と
な
っ
て
総
合
体
と
い
う
形
で
の
取
り

組
み
で
す
。
財
産
区
鉱
山
跡
地
を
埋
立
て

造
成
し
、
地
代
の
管
理
者
は
市
長
で
す
。

事
業
概
要
整
備
財
源
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

　

国
道
19
号
北
側
の
開
発
区
域
の
事
業
は

財
産
区
が
施
工
す
る
。
市
は
、
そ
の
開
発

に
伴
う
周
辺
道
路
の
工
事
を
予
算
に
計
上

し
、
開
発
区
域
内
の
事
業
内
容
は
市
の
回

答
を
差
し
控
え
ま
す
。

　

財
産
区
も
議
会
で
議
決
さ
れ
具
体
化
さ

れ
る
。
政
策
的
に
市
は
予
算
化
さ
れ
審
議

さ
れ
ま
す
。
財
産
区
の
経
緯
と
内
容
が
必

要
で
す
。

　

基
本
的
な
額
は
理
解
し
て
い
る
が
公
表

す
る
段
階
で
な
く
、
実
施
設
計
で
積
算
中

で
す
。

　

積
算
中
と
か
全
然
進
ん
で
い
な
い
の
か
。

　

開
発
に
伴
う
道
路
整
備
予
算
で
負
担
分

は
説
明
済
み
で
変
更
な
し
。
開
発
区
域
内

及
び
開
発
事
業
の
影
響
を
受
け
る
国
道
関

連
事
業
は
財
産
区
、
政
策
道
路
で
あ
る
県

道
土
岐
南
多
治
見
イ
ン
タ
ー
線
か
ら
国
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
市
が
負
担
で
す
。

　

総
合
病
院
経
営
戦
略
、
私
ど
も
命
と
健

康
を
守
る
一
番
の
施
設
は
総
合
病
院
で
す
。

自
治
体
病
院
と
し
て
堅
持
へ
予
算
が
提
示

さ
れ
病
院
現
場
も
総
力
で
持
続
へ
懸
命
で

す
。
市
長
よ
り
新
た
な
指
針
を
求
め
ま
す
。

　

改
革
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、
地
域
医
療
を

ど
う
確
保
す
る
か
、
病
院
経
営
の
確
保
へ

繰
入
金
を
多
額
に
算
定
し
た
予
算
を
提
示

し
て
い
ま
す
。

小関　祥子各務　和彦

◆
土
岐
市
の
消
防
力
に
つ
い
て

　

火
災
時
の
消
防
力
に
つ
い
て
。

　

建
物
火
災
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
消
防

隊
増
強
の
た
め
、
管
内
全
て
の
消
防
団
召

集
。
さ
ら
に
増
強
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
市

内
全
域
の
消
防
団
召
集
や
消
防
総
合
応
援

協
定
に
基
づ
き
近
隣
消
防
本
部
に
応
援
要

請
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
の
増
員
を
含
む
要
望
と
消
防

車
両
の
配
備
状
況
に
つ
い
て
。

　

救
急
需
要
増
加
な
ど
に
よ
る
出
動
態
勢
、

各
種
業
務
、
研
修
等
を
加
味
し
て
、
継
続

的
に
検
討
し
ま
す
と
と
も
に
、
土
岐
市
職

員
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

人
事
課
担
当
と
も
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

車
両
の
配
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
高
所
作

業
車
を
は
し
ご
車
の
代
用
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
全
て
基
準
ど
お
り
必
要
数
を
配
備

し
て
お
り
ま
す
。

　

現
場
へ
の
救
急
車
到
着
時
間
の
状
況
は
。

　

通
報
を
受
け
、
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
に
は
８
分
程
度
を
要
し
て
お
る
の
が

現
状
。
消
防
本
部
で
は
多
く
の
方
に
救
命

講
習
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
し
、
一
刻

を
争
う
心
肺
停
止
の
事
案
の
通
報
に
つ
い

て
は
、
電
話
を
切
る
こ
と
な
く
、
救
急
車

が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
通
報
者

を
落
ち
着
か
せ
、
適
切
な
心
肺
蘇
生
が
口

頭
指
導
で
き
る
よ
う
救
急
救
命
士
を
配
置

し
て
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

◆
「
雑
が
み
回
収
」
に
つ
い
て

　

ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
。

　

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
お
い
て
、
包
装
紙

や
封
筒
、
食
品
や
菓
子
箱
な
ど
に
つ
い
て

は
資
源
と
し
て
出
せ
る
と
い
う
案
内
を
掲

載
し
て
い
る
。
回
収
量
は
少
な
い
の
で
、

も
う
少
し
周
知
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

雑
が
み
の
回
収
講
座
開
催
に
つ
い
て
の

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　

平
成
29
年
度
は
、
30
年
度
か
ら
の
家
庭

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
の
説
明
会
も
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
、
雑

が
み
、
資
源
の
回
収
と
ご
み
の
減
量
化
と

い
う
観
点
か
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
の
回
収
を

小
・
中
学
校
で
推
進
・
実
践
の
提
言
。

　

子
供
た
ち
に
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源

化
を
考
え
さ
せ
る
有
効
な
一
つ
の
活
動
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
芯
を
回
収
す
る
箱
で
あ
り
ま
す
と
か

袋
の
設
置
を
推
奨
し
、
日
常
的
に
児
童
・

生
徒
が
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
を
行
い
、
そ
の
こ
と
が
家
庭
で
も
実
践

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
。
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小関　祥子加藤　辰亥

　

電
子
カ
ル
テ
導
入
効
果
に
つ
い
て
。

　

総
合
病
院
で
は
、
外
来
待
ち
時
間
の
短

縮
化
や
職
員
に
よ
る
伝
票
搬
送
業
務
の
効

率
化
な
ど
を
図
る
た
め
に
、
電
子
化
の
第

一
歩
と
し
ま
し
て
、
平
成
17
年
度
に
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
部
分
的
な
電
子
化
に
と
ど
ま

る
と
い
う
こ
と
で
、
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン

な
ど
の
依
頼
に
つ
い
て
は
紙
伝
票
で
従
来

通
り
運
用
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
22
年
の
２
月
に
、
ま
ず
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
画
像
の
電
子
化
の
シ
ス
テ
ム
を
先
行
導

入
し
、
同
年
11
月
に
電
子
カ
ル
テ
の
本
体

と
、
残
り
の
部
門
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

本
格
運
用
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
に

つ
い
て
は
紙
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
い
た
の

で
、
外
来
診
療
の
予
約
日
の
２
日
前
か
ら

カ
ル
テ
を
診
療
室
に
運
ぶ
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
。
救
急
や
時
間
外
、
あ
る
い
は
予

約
な
し
の
外
来
の
場
合
は
事
前
に
準
備
が

出
来
ま
せ
ん
。
カ
ル
テ
を
そ
の
都
度
捜
し

て
、
診
察
室
ま
で
運
ぶ
こ
と
を
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
診
察
ま
で
に
あ
る
程
度
時
間

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
検
査
や

レ
ン
ト
ゲ
ン
の
撮
影
の
依
頼
な
ど
も
紙
伝

票
で
行
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
患
者
さ
ん

自
身
に
そ
の
伝
票
を
運
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

職
員
、
看
護
師
、
事
務
員
が
伝
票
を
搬
送

す
る
光
景
が
院
内
の
各
所
で
見
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
診
療
が
終
わ
り
ま
し

て
、
そ
れ
ら
の
伝
票
を
会
計
の
方
へ
届
け
、

そ
れ
か
ら
会
計
の
入
力
作
業
が
始
ま
り
ま

す
の
で
、
会
計
で
の
待
ち
時
間
も
非
常
に

長
く
、
ロ
ビ
ー
で
は
会
計
待
ち
の
患
者
さ

ん
や
そ
の
後
の
薬
待
ち
の
患
者
さ
ん
が
あ

ふ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
後
は
、
こ
う
し
た
光
景
は
院
内
で

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

効
果
と
し
ま
し
て
、
患
者
さ
ん
側
か
ら
、

会
計
の
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
診
察
の

順
番
や
会
計
の
進
行
状
況
が
よ
く
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
師
や
看

護
師
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
端
末
さ
え

あ
れ
ば
電
子
カ
ル
テ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
以
前
、
入
院
カ
ル
テ
は
入
院
カ
ル

テ
、
外
来
カ
ル
テ
は
外
来
カ
ル
テ
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル

ム
で
別
々
に
保
管
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、

電
子
カ
ル
テ
は
そ
れ
ら
を
一
堂
に
集
め
て

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
複
数
人

の
医
師
や
看
護
師
が
別
々
の
場
所
で
同
時

に
そ
の
カ
ル
テ
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
経
営
面
で
は
紙
伝
票
の
印
刷
コ
ス

ト
が
削
減
さ
れ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム

の
購
入
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

小関　祥子小栗　恒雄

◆
業
務
継
続
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

内
閣
府
防
災
担
当
は
、
市
町
村
に
災
害

時
に
対
応
す
る
業
務
継
続
計
画
の
策
定
を

呼
び
か
け
て
お
り
、
土
岐
市
は
二
十
八
年

度
中
の
策
定
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
計

画
策
定
進
捗
状
況
及
び
内
容
と
特
徴
に
つ

い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

三
月
中
に
は
作
成
を
完
了
さ
せ
る
べ
く

最
終
調
整
と
い
う
形
で
で
き
て
い
ま
す
。

業
務
継
続
計
画
と
は
、
災
害
発
生
時
の
行

政
機
能
の
維
持
継
続
の
た
め
講
ず
べ
き
業

務
、
あ
る
い
は
手
順
と
必
要
な
人
員
資
材

等
の
確
保
、
配
分
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
る

計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
災
害
対
策
本
部
を
組
織
し

ま
し
て
、
本
部
長
は
市
長
で
あ
り
ま
す
。

市
長
が
不
在
の
場
合
は
副
市
長
が
、
副
市

長
が
不
在
の
場
合
は
、
参
集
職
員
の
う
ち

最
上
席
の
者
が
統
括
す
る
と
規
定
し
て
い

ま
す
。
参
集
に
つ
い
て
は
、
一
時
間
以
内

に
参
集
す
べ
き
職
員
の
数
、
三
時
間
以
内

に
参
集
す
べ
き
数
と
い
う
形
で
時
間
を
区

切
っ
て
参
集
す
べ
き
数
を
明
記
し
て
い
ま

す
。
停
電
時
に
は
自
家
用
発
電
機
で
十
時

間
の
使
用
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

非
常
時
の
燃
料
確
保
は
、
石
油
商
業
組
合

と
供
給
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
食
料

品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
食
と
し
て
百

食
分
を
予
算
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
と
の
通
信
手
段
は
、
県
防
災
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
か
ら
、
災
害
時
の
通
信

障
害
が
非
常
に
低
い
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
を

三
十
六
台
保
有
し
て
お
り
ま
す
。
非
常
用

の
発
電
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
庁
舎
の
無

線
設
備
等
で
、
防
災
行
政
上
の
シ
ス
テ
ム

を
運
営
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
重
要
な
デ
ー
タ
は
、
通
常
本
庁

の
サ
ー
バ
ー
室
、
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
、
あ

る
い
は
岐
阜
県
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
に
分

散
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
す
ば
ら
し
い
計
画
も
策
定
す
る

だ
け
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
土
岐
市
の
業
務
継
続
計
画
も
策

定
す
る
の
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
幸
に
も
市
内
で
大
災
害
が
発
生
し
た
な

ら
ば
、
最
小
限
の
被
害
に
食
い
止
め
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
土
岐
市
は
今
後
、
訓

練
や
運
用
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

計
画
を
作
っ
た
こ
と
を
職
員
自
体
に
周

知
す
る
の
が
第
一
義
的
に
大
事
で
、
各
所

属
内
に
お
い
て
行
う
べ
き
行
動
を
し
っ
か

り
認
識
し
、
研
修
等
に
よ
っ
て
内
容
の
周

知
徹
底
す
る
こ
と
も
大
事
と
思
っ
て
い
ま

す
。
実
際
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
対
応
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
訓
練
も
必
要
と

考
え
ま
す
。
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小関　祥子後藤　久男

◆
職
員
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
導
入
に
つ
い
て

　

平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度
の

時
間
外
勤
務
時
間
は
何
時
間
で
、
時
間
外

手
当
支
給
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　

二
六
年
度
は
時
間
外
勤
務
時
間
が
７
万

２
５
６
２
時
間
で
時
間
外
手
当
支
給
額
が

１
億
６
７
５
０
万
円
、
二
七
年
度
８
万
３

２
１
１
時
間
で
１
億
９
８
９
０
万
円
、
二

八
年
度
（
４
月
か
ら
１
月
）
８
万
７
７
９

６
時
間
で
１
億
８
６
０
０
万
円
で
す
。

　

労
働
組
合
と
「
三
六
協
定
」
は
締
結
し

て
い
る
の
か
。
労
働
基
準
法
第
三
十
六
条

に
は
労
働
者
は
法
定
時
間
（
１
日
８
時
間

１
週
40
時
間
）
を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
場

合
に
は
、
労
働
組
合
と
使
用
者
で
書
面
に

よ
る
協
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
。

　
「
三
六
協
定
」
は
結
ん
で
い
な
い
。

　
「
三
六
協
定
」
を
締
結
し
て
労
働
基
準

監
督
署
に
届
け
出
を
し
な
い
と
、
労
働
基

準
法
第
三
十
二
条
違
反
と
な
り
、
残
業
も

休
日
出
勤
も
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
法
律
違
反
に
な
る
と
思
う
が
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
労
働
基
準
法
に
も
規
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
労
働
組
合
と
協
議
し
締
結
を

目
指
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

残
業
時
間
の
上
限
規
制
方
針
が
示
さ
れ

年
間
三
百
六
十
時
間
超
え
や
、
労
災
・
過

労
死
認
定
基
準
を
超
え
る
よ
う
な
実
態
の

改
善
を
し
、
職
員
の
安
心
・
安
全
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
長
時
間
労
働
の

要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

大
型
事
業
の
実
施
に
伴
う
通
常
業
務
、

予
算
編
成
、
人
事
等
と
臨
時
業
務
が
増
大

し
、
ま
た
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
職
員
が

増
え
、
周
り
の
職
員
へ
の
負
担
が
増
え
て

い
る
。

　

長
時
間
労
働
の
是
正
、
働
き
方
改
革
に

繋
が
る
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ
ー
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

　

東
濃
五
市
の
状
況
を
確
認
し
た
が
、
今

後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
副
市
長
の
二
人
制
導
入
に
つ
い
て

　

行
政
運
営
に
か
か
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
複
雑
化
・

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
職
と
技
術
職
の

二
人
制
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

土
岐
市
程
度
の
人
口
規
模
の
市
で
あ
れ

ば
、
一
人
で
十
分
や
っ
て
い
け
る
と
か
考

え
て
い
る
。

　

副
市
長
一
人
当
た
り
の
年
間
人
件
費
、

給
与
・
期
末
手
当
・
退
職
手
当
組
合
の
負

担
・
共
済
費
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

　

合
計
で
１
６
８
０
万
円
程
度
で
す
。

小関　祥子山内　房壽

◆
土
岐
市
の
財
政
に
つ
い
て

　

大
型
事
業
で
市
債
の
推
移
は
？

　

29
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
41
億
８

１
３
０
万
円
で
、
10
年
間
で
最
高
の
額
で

す
。
今
後
の
見
通
し
は
平
成
30
年
度
の
借

入
額
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

残
高
は
２
０
０
億
円
を
超
す
の
か
？

　

そ
こ
ま
で
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

駅
前
広
場
整
備
事
業
費
が
13
億
円
と
当

初
の
予
定
よ
り
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
？

　

区
域
内
の
無
電
柱
化
等
の
実
施
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
事
業
費
が
増
え
ま
し
た
。

　

今
後
の
財
政
的
に
つ
い
て
非
常
に
心
配

し
て
い
ま
す
が
市
長
の
考
え
は
？

　
（
市
長
）
後
年
度
に
そ
ん
な
に
負
担
が

か
か
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率
が
あ
り
そ
れ
を
注
視
し

な
が
ら
健
全
経
営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

◆
土
岐
口
開
発
周
辺
道
路
に
つ
い
て

　

国
委
託
工
事
分
10
億
円
の
う
ち
７
割
か

ら
８
割
は
財
産
区
よ
り
い
た
だ
く
と
聞
き

ま
し
た
が
新
年
度
予
算
で
財
産
区
よ
り
相

当
額
の
繰
入
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
？

　
（
市
長
）
市
道
の
取
り
つ
け
と
い
う
形

で
土
岐
市
事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。
財
産

区
負
担
分
は
後
年
度
に
賃
料
が
入
っ
て
き

た
中
で
返
し
て
い
た
だ
き
、
市
が
市
債
を

返
す
時
期
と
ず
れ
ま
す
。

イ
オ
ン
の
開
発
事
業
の
主
体
は
財
産
区

で
す
が
市
と
財
産
区
が
一
体
と
な
っ
て
誘

致
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
、
市
は
全
面

的
に
協
カ
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

　

土
岐
市
と
財
産
区
と
は
別
の
地
方
公
共

団
対
だ
と
思
い
ま
す
、
貸
付
金
返
済
の
取

り
決
め
は
？

　
（
市
長
）文
書
で
取
り
交
わ
し
て
、
基
本

的
な
考
え
を
取
り
決
め
最
終
的
に
事
業
が

確
定
し
た
段
階
で
文
書
と
し
て
き
ち
ん
と

残
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
に
つ
い
て

　

産
業
廃
棄
物
の
緩
和
措
置
を
と
ら
れ
ま

し
た
が
、
市
民
の
ご
み
の
処
理
料
も
緩
和

措
置
を
と
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
？

　

激
変
緩
和
措
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

市
長
の
意
見
は
？

　
（
市
長
）感
覚
の
違
い
だ
と
思
い
ま
す
が
、

た
く
さ
ん
の
負
担
を
強
い
て
い
る
の
で
は

な
い
と
い
う
ふ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

●
そ
の
よ
う
な
答
弁
で
す
が
、
今
後
い
ろ

ん
な
も
の
の
値
上
が
り
が
想
定
さ
れ
市
民

生
活
に
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
、
市
民
目
線
に
立
っ
て
考
え
て
頂
き
た

い
。
市
民
説
明
会
の
意
見
を
聞
い
て
議
会

で
議
論
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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小関　祥子水石　玲子

◆
地
方
創
生
事
業
に
つ
い
て

　

美
濃
焼
、
土
岐
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
る
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

陶
磁
器
関
連
の
展
示
会
で
、
美
濃
焼
の

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
、
観
光
の
チ
ラ
シ
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

そ
れ
と
、
市
内
在
住
の
若
手
陶
芸
作
家
５

人
に
よ
る
ミ
ノ
ヤ
キ
セ
ン
パ
イ
を
組
織
し

全
国
の
展
示
会
に
出
展
い
た
だ
い
て
Ｐ
Ｒ

活
動
を
し
て
い
る
。

　

市
外
か
ら
陶
芸
家
を
志
し
土
岐
市
に
住

ん
で
い
る
若
者
へ
の
展
示
会
出
展
費
用
な

ど
の
支
援
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

昨
年
と
一
昨
年
に
わ
た
り
、
名
古
屋
ド

ー
ム
の
や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド
に
若
手
作
品

を
展
示
す
る
ブ
ー
ス
を
市
で
設
置
し
た
。

今
後
も
美
濃
焼
産
業
の
後
継
者
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
支
援
し
て
い
く
。

　

結
婚
生
活
支
援
事
業
の
継
続
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　

市
内
で
現
在
３
世
帯
の
申
請
が
あ
る
。

新
し
い
実
施
要
領
に
夫
婦
の
所
得
制
限
が

３
０
０
万
円
未
満
か
ら
３
４
０
万
円
未
満

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
補
助
金
の
上
限
も

見
直
し
が
あ
り
、
市
と
し
て
引
き
続
き
実

施
で
き
る
よ
う
補
正
予
算
で
考
え
て
い
る
。

◆
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
対
策

に
つ
い
て

　

当
市
の
過
去
３
年
間
の
交
通
事
故
件
数

と
、
そ
の
中
で
65
才
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
を
伺
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
１
９
０
件
の
う
ち
65
才
以
上

の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
件
数
は
43
件
、
割
合

22
・
６
％
、
平
成
26
年
１
６
０
件
に
対
し

30
件
、
割
合
18
・
７
％
、
平
成
27
年
１
３

６
件
に
対
し
26
件
、
割
合
19
・
１
％
。

　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
推
進
と
代
替
交

通
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
施
策
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
県
の
返
納
支
援
制
度
と

し
て
実
施
す
る
の
が
、
運
転
経
歴
証
明
書

を
返
納
時
に
発
行
す
る
。
手
数
料
の
千
円

を
県
が
負
担
し
、
自
主
返
納
の
推
進
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。
代
替
交
通
の
施
策
と

し
て
は
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
協
議

会
の
中
で
検
討
し
、
自
主
返
納
さ
れ
た
方
、

交
通
弱
者
の
方
が
充
実
し
た
交
通
体
系
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

認
知
症
ス
ク
ー
リ
ン
グ
検
査
の
導
入
の

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
検
査
機
は
、
福
祉
ま

つ
り
や
健
康
を
守
る
市
民
の
集
い
の
会
場

に
お
い
て
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
ブ

ー
ス
を
設
け
て
い
る
。
昨
年
10
月
の
広
報

に
認
知
症
特
集
で
認
知
症
の
疑
い
が
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
欄
を
設
け
、
本
人
や
家
族
が

目
安
と
し
て
確
認
で
き
て
い
る
。

小関　祥子北谷　峰二

◆
土
岐
市
病
院
事
業
改
革
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
に
つ
い
て

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
な
ぜ
一
か
月

も
遅
れ
た
の
か
。

　

報
告
書
を
い
た
だ
い
た
後
に
具
体
的
に

プ
ラ
ン
作
成
と
い
う
段
階
に
な
り
、
記
述

事
項
、
言
葉
の
あ
り
方
等
調
整
す
る
必
要

が
生
じ
、
県
の
市
町
村
課
公
営
企
業
担
当
、

健
康
福
祉
政
策
課
等
と
の
調
整
、
ま
た
、

合
わ
せ
て
総
合
病
院
の
考
え
方
も
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
、
時
間
を
要
し
遅
れ
た
。

　

病
院
職
員
の
意
見
・
聴
取
及
び
説
明
会

を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

　

説
明
会
を
開
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

お
り
、
意
見
聴
取
に
つ
い
て
も
、
ど
の
様

な
形
に
す
る
か
、
現
在
決
ま
っ
て
は
い
な

い
が
、
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

繰
入
金
の
適
正
な
金
額
は
。

　

策
定
委
員
会
報
告
書
で
は
、
一
般
会
計

歳
出
に
対
す
る
繰
入
金
の
分
析
で
は
他
の

市
町
村
と
比
較
し
て
非
常
に
高
い
。
公
営

企
業
繰
出
基
準
に
基
づ
き
基
準
内
で
繰
出

し
て
い
る
部
分
も
多
々
あ
る
が
、
一
般
会

計
か
ら
の
負
担
か
ら
見
て
、
そ
の
金
額
が

持
続
可
能
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
と
い
う

視
点
で
い
う
と
少
し
疑
問
が
あ
る
。
適
正

な
基
準
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
が
違
い
、
こ
の
金
額
だ
と
は
な
か
な

か
言
え
な
い

◆
今
後
の
経
営
形
態
に
つ
い
て

　

公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
、
全
部
適
用

ど
ち
ら
が
良
い
の
か
と
い
う
議
論
は
意
味

が
な
い
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
が
、
全
部
適

用
す
る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
私

は
考
え
る
が
。

　
（
市
長
）
医
師
不
足
を
解
消
す
る
抜
本

的
対
策
に
は
意
味
が
な
い
で
す
と
い
う
お

話
を
し
、
全
部
適
用
し
た
場
合
に
管
理
者

と
な
り
得
る
人
が
い
る
の
か
、
先
ず
そ
れ

を
見
つ
け
る
の
が
大
事
で
、
や
る
気
の
あ

る
人
が
い
て
、
ど
ん
ど
ん
引
っ
張
っ
て
い

き
ま
す
よ
と
い
う
話
で
あ
れ
ば
意
味
が
あ

る
が
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
意
味
が
な
い
と
発
言
し
た
。
当
初
、
病

院
の
意
見
は
一
部
適
用
で
良
い
と
、
全
部

適
用
は
反
対
と
い
う
意
見
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
病
院
や
議
員
も

勉
強
さ
れ
て
お
り
、
色
々
な
意
味
で
全
部

適
用
を
排
除
す
る
考
え
は
な
い
、
良
い
こ

と
で
あ
れ
ば
議
論
し
、
事
務
局
や
担
当
課

に
対
し
て
全
部
適
用
に
つ
い
て
も
研
究
し

て
く
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。

●
提
案
：
選
択
肢
の
中
に
指
定
管
理
者
制

度
が
あ
る
が
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
り
、

他
の
病
院
事
務
局
長
さ
ん
等
色
々
な
方
た

ち
か
ら
話
を
聞
い
た
な
か
、
指
定
管
理
者

制
度
は
導
入
し
な
い
方
が
い
い
。
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視　察　報　告

1月18日　静岡県御殿場市
○議員定数及び議員報酬のあり方について
平成25年3月に議会改革特別委員会を設置し、議会機能の充実強化、

議会運営の効率化等について調査・研究を重ねられています。議員定
数については、委員会を主体に活動していることから「委員会の委員
数」を基準に、3常任委員会の委員数を各7人として21人が適当とし、
平成28年の選挙時に23人から2人削減されました。議員報酬について
は、報酬の増額により、若い世代や子育て世代の議員が増える可能性
が広がり、議会の活性化及び権能を高めることに繋がると考えられて
いたことが印象的でした。

1月19日　神奈川県小田原市
○議員定数のあり方について、議会改革について
議員定数について検討が進められ、現状維持の28人という結論に至って
います。①住民代表機能の維持については、住民の多様な利害や意思を正
確に反映するために一定の議員数は必要であること。②執行部に対する監
視機能・政策提言機能の強化については、行政へのチェック機能を低下さ
せないために議会機能の強化は重要であり、これ以上の削減は行うべきで
ないこと。③県内の同規模の市と比較して標準的な水準であり、議員1人
あたりの対応面積は他市よりも広いこと。今後同規模の市で議員定数改正
の動きがあっても歩調を合わせる必要はないと市民に説明されています。△小田原市

△御殿場市

議会改革特別委員会

○一般社団法人地方議員研究会「研修会」
「人口減少時代の医療・介護を考える」　講師：伊関友伸氏（城西大学経営学部教授）
病院改革特別委員会では、自治体病院のあり方等課題や問題点について更なる議論を深め

るため、研修会に出席しました。

2月6日　「人口減少社会における持続可能な医療・介護を考える」
現在、地方では都市部への人口流出等により医師不足が深刻な状況であり、平成16年に導入された新臨床研

修制度により若手医師が都会の大病院を研修先に選択する傾向にあります。一方、都市部では急激な超少子高
齢化に伴う医療・介護需要の増加により医療・介護資源の不足が予測されます。地方に人材を招くためには、
地域枠の医師・医学生の研修の受け入れが重要で、研修機能を充実させて人材を集める病院にする必要があり
ます。また、過酷な労働環境を改善するため、医師事務作業補助者・看護補助者・臨床検査技師などを雇って
負担軽減を図り、医師や看護師がやる気をもって仕事ができるようにしなければなりません。

2月7日　「目からウロコの自治体病院経営　～生き残りのためには何が必要か～　」
平成27年3月に厚生労働省から「地域医療構想策定ガイドライン」が、総務省から「新公立病院改革ガイド

ライン」が示されました。総務省は一般会計繰入金を入れた後の経常収支での黒字を重視しており、必要なら
一般会計の繰入金を入れることは必要という立場で、税金投入ゼロをすすめているわけではないが、自治体の
繰出金が巨額となり、自治体財政が破たんするのは問題で、交付税＋αで病院を運営できるなら問題なしとし
ています。国の医療システム改革が進む中で、自治体病院も生き残りのための取り組みが求められる時代とな
っています。新しい公立病院改革ガイドラインは、病院の生き残りのための契機とすべきであり、単なる経営
改善ではなく、病院生き残りのための戦略となるプランとすべきです。

病院改革特別委員会
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特別委員会活動報告

病
院
改
革
特
別
委
員
会

委
員
会
で
は
病
院
改
革
を
進
め
る
こ
と
、
今
後

の
方
向
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
急
務
と
の
意
見
が
あ

り
、
総
合
病
院
の
方
針
と
病
院
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
大
き
な
問
題
は
市
本
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
す
。
総
合
病
院
の
経
営
状
態
は
厳
し
い
状
況

で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
困
難
で
、
経
営
の
効
率
化
、
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
、
民
間
的
手
法
の
導
入
な
ど
経
営
形
態
の
見
直

し
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
総
合
病
院
の
あ
り
方

自
体
に
も
踏
み
込
ん
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
４
つ
の
視
点

１
．
直
営
に
よ
る
改
善
力
を
強
化
す
る
。（
地
方
独

立
行
政
法
人
・
全
部
適
用
）

２
．
指
定
管
理
制
度
を
利
用
し
、
公
立
病
院
と
し
て

の
権
限
を
維
持
し
た
ま
ま
民
間
に
経
営
を
委
ね
る
。

３
．
経
営
譲
渡
し
、
民
間
病
院
と
し
て
地
域
医
療
を

守
る
。

４
．
近
隣
病
院
と
協
定
を
結
び
、
病
院
の
役
割
を
統

合
し
、
医
療
機
能
の
再
編
等
を
行
う
。

一
般
会
計
か
ら
約
11
億
円
の
繰
入
金
を
得
て
維

持
、
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
土
岐
市
の
歳
出

の
５
％
に
相
当
し
、
市
の
財
政
負
担
と
し
て
非
常
に

重
い
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
は
優
先
事
項
で
す
が
、
民

間
や
公
的
機
関
、
近
隣
市
の
力
を
借
り
る
こ
と
に
よ

り
、
繰
入
金
を
適
正
化
す
る
と
い
っ
た
財
政
負
担

を
軽
減
さ
せ
る
手
段
を
と
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
ま

す
。
総
合
病
院
の
健
全
経
営
に
努
め
る
よ
う
特
別
委

員
会
と
し
て
も
、
監
視
し
助
言
・
提
言
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
の
一
年
間
、
議

会
報
告
会
の
開
催
及
び
見
や
す
く
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

は
じ
め
に
、
議
会
報
告
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７

月
下
旬
に
市
内
６
か
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

ま
で
は
、
平
日
の
夜
間
の
み
の
開
催
で
し
た
が
、
今

回
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
土
岐
津
校
区
に
つ
い
て

土
曜
日
の
昼
間
の
開
催
を
行
い
、
出
席
者
の
時
間
的

な
選
択
肢
を
増
や
し
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
は
「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」
と

「
総
合
病
院
に
つ
い
て
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
に
絞
っ

て
行
い
ま
し
た
。
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
「
建
設

費
に
つ
い
て
予
算
を
十
分
精
査
し
て
ほ
し
い
」「
建

替
は
老
朽
化
に
伴
い
必
要
だ
が
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能

的
な
も
の
を
望
む
」
な
ど
、
総
合
病
院
に
つ
い
て
は

「
東
濃
地
域
で
の
役
割
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
」「
相

当
な
改
革
が
必
要
と
思
う
が
、
市
民
に
見
え
て
く
る

の
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
」「
市
民
の
病
院
と
し
て
、

地
域
の
開
業
医
と
協
力
し
、
市
民
の
健
康
に
貢
献
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
６
会
場
２
４
１
名
の
参
加
者
様
か

ら
、
多
く
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
い
た
だ
き
、
貴
重

な
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
行
政
へ
の
要
望
・

提
言
と
し
て
、
市
長
へ
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
開
催
予
定

で
す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
議

会
だ
よ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
読
み
や
す
い
紙
面
の

工
夫
な
ど
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

近
年
の
地
方
議
会
で
は
改
革
が
叫
ば
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
土
岐
市
議
会
も
い
ろ
い
ろ
な
改
革
に
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
議
会
改
革

に
は
終
わ
り
が
な
く
、
一
層
の
議
会
改
革
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
が
議
員
の
務
め
で
も
あ
り
ま
す
。

近
年
の
地
方
議
会
の
改
革
の
象
徴
的
な
も
の
の
一

つ
に
「
議
会
基
本
条
例
」
制
定
が
あ
り
ま
す
。

土
岐
市
議
会
も
、
真
に
市
民
の
付
託
に
こ
た
え

る
た
め
「
議
会
基
本
条
例
」
は
不
可
決
な
も
の
と
し

て
、
基
本
条
例
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

議
会
基
本
条
例
は
制
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く

基
本
条
例
の
目
的
通
り
に
運
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
現
在
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、

基
本
条
例
の
改
革
精
神
に
沿
っ
て
次
の
よ
う
な
検
証

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
◆
政
務
活
動
費
を
明
確

に
す
る
た
め
、
領
収
書
、
視
察
等
報
告
書
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
公
開
◆
議
員
研
修
充
実
の
た
め
の
研
修

会
の
実
施
◆
執
行
部
か
ら
の
予
算
・
決
算
の
よ
り
詳

細
な
資
料
の
提
出
◆
特
別
委
員
会
に
お
け
る
、
議
員

間
の
自
由
な
議
論
な
ど
を
推
進
し
ま
し
た
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
◆
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
つ
い
て

◆
議
員
の
政
治
倫
理
条
例
の
検
討
に
つ
い
て
◆
市
民

の
皆
様
か
ら
の
意
見
聴
取
の
あ
り
方
な
ど
、
基
本
条

例
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
絶
え
ず
検
討
を
重
ね
る
必

要
が
あ
り
順
次
検
討
を
進
め
て
皆
様
の
生
の
声
を
聞

き
取
り
、
政
策
や
行
政
に
つ
な
げ
、
市
民
の
問
題
を

実
際
に
解
決
で
き
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
の

役
割
が
実
感
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
、
一
層
の
議
会

改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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政務活動費収支報告政務活動費収支報告

政務活動費とは、議員の調査研究に役立てるために必要な経費の一部として各会派（所属議員が１人
の場合を含みます。）に交付されるものです。

各会派は、毎年、１円以上の領収書を添付した収支報告書を議長に提出しています。
残額（返還額）がある場合には、市に返還しています。
なお、28年度分より、ホームページにて、領収書を公開しておりますので、ご確認ください。

交付額　　議員１人あたり年額15万円 ＝ 月額12,500円 × 12か月

会
議
費

会
派
が
行
う
各
種
会
議
、
団
体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等
各
種
会
議
へ
の

会
派
と
し
て
の
参
加
に
要
す
る
経
費
（
会
場
費
、
資
料
作
成
費
等
）

要
請
・
陳
情
活
動
費

会
派
が
要
請
、
陳
情
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
（
交
通
費
等
）

広
聴
費

会
派
が
住
民
か
ら
の
市
政
及
び
会
派
の
政
策
等
に
対
す
る
要
望
、
意
見
を
吸
収

す
る
た
め
の
会
議
等
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
印
刷
費
、
茶
菓
子
代
等
）

広
報
費

会
派
が
調
査
研
究
活
動
、議
会
活
動
及
び
市
の
政
策
に
つ
い
て
住
民
に
報
告
し
、

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
広
報
紙
作
成
費
、
報
告
書
印
刷
費
、
送
料
、
会
場
費
等
）

資
料
購
入
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
図
書
、
資
料
等
の
購
入
に
要
す

る
経
費
（
書
籍
購
入
費
等
）

資
料
作
成
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
資
料
の
作
成
に
要
す
る
経
費

（
印
刷
製
本
費
、
翻
訳
料
、
リ
ー
ス
代
等
）

調
査
旅
費

会
派
が
行
う
調
査
研
究
活
動
の
た
め
に
必
要
な
先
進
地
調
査
又
は
現
地
調
査
に

要
す
る
経
費

（
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

研
究
研
修
費

会
派
が
研
究
会
、
研
修
会
を
開
催
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
又
は
会
派
が
他
の

団
体
の
開
催
す
る
研
究
会
、
研
修
会
に
参
加
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

（
会
場
費
、
講
師
謝
金
、
出
席
者
負
担
金
・
会
費
、
交
通
費
、
旅
費
、
宿
泊
費
等
）

内訳

会派名

収入の部 支　出　の　部

交付額
（人数）

会派
負担額

研究
研修費 調査旅費 資料

作成費
資料
購入費 広報費 広聴費 要請・陳情

活動費 会議費 その他の
経費

支出額合計
（執行率） 返還額

新世クラブ 1,337,500（８人） 　　0 938,264 77,840 　0 　　0 　　0 0 　　0 0 　0 1,016,104（75.97％）321,396

絆 450,000
（３人） 0 140,424 117,163 0 77,760 0 0 0 0 0 335,347

（74.52％）114,653

市民ライフ 300,000
（２人） 95,703 124,600 26,752 0 12,421 231,930 0 0 0 0 395,703

（100％） 0

公 明 党 300,000
（２人） 8,902 290,902 0 0 18,000 0 0 0 0 0 308,902

（100％） 0

礎 150,000
（１人） 0 15,972 64,952 0 0 0 0 0 0 0 80,924

（53.94％） 69,076

市民ファースト 12,500
（1人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（0％） 12,500

日本共産党 150,000
（１人） 27,999 68,850 0 0 21,900 87,249 0 0 0 0 177,999

（100％） 0

※平成 29年 2月 27日付で新世クラブから 1人脱退し、所属人数が 9人から 8人に変更になりました。 （単位　円）
　また、同日付で市民ファーストが結成されました。

そ
の
他
の
経
費

左
記
以
外
の
経
費
で
会
派
の
行
う
調
査
研
究
活
動
に
必
要
な
経
費

（
謝
礼
金
、
消
耗
品
等
）
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４月17日に土岐津公民館において、一般社団法人土岐青年会議所との意見交換会
に参加しました。６つのグループに分かれ、３つのテーマについてグループディス
カッションを行い、意見交換するとともに互いに親交を深めることができ、たいへ
ん有意義な時間となりました。

土岐青年会議所との意見交換会

６月定例会の予定
《会期　６月１日（木）～６月23日（金）》
６月 1日（木）　本会議（議案提案説明）
　　12日（月）　本会議（質疑・委員会付託・一般質問）
　　13日（火）　本会議（一般質問）
　　14日（水）　本会議（一般質問）
　　15日（木）　第２常任委員会
　　16日（金）　第１常任委員会
　　23日（金）　本会議（委員長報告・質疑・採決）

●議会報告会について
今年度の議会報告会の開催予定は、決まりましたら、チ
ラシ等でお知らせする予定です。

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

市
議
会
の
審
議
の
様
子
は
、
傍
聴
席
の

受
付
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入
す
る

だ
け
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

市
政
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○杉浦司美　　西尾隆久　　楓　博元
　加藤淳一　　山田正和　　加藤辰亥
　各務和彦　　水野哲男

○渡邉　隆　　鈴木正義　　北谷峰二
　　　　　　　　　　　　　
○小栗恒雄　　和田悦子　　○山内房壽

○髙井由美子　　水石玲子
　　　　　　　　　
○後藤久男　　　　○小関篤司

新世クラブ

絆

市民ライフ 礎

公明党

市民ファースト 日本共産党

～ 会派の紹介 ～
○代表者

緑がまぶしい季節となりましたが、皆様、お元気でお過ごしでしょうか。さて、議会だよりは６月
号より新しいメンバーで編集することになりました。読みやすく、親しみやすい「議会だより」にす
るために、協議を重ねております。表紙のテーマは「わがまちの遺跡・史跡」としました。あなたの
身近な場所の写真が載るかもしれません。昔に思いを馳せ、のどかなひと
時を楽しんでください。どうぞ1年間よろしくお願いいたします。
 （文責：和田　悦子）

議会だより編集委員会  ――――――――――――――――――――――
　編集委員長：和田　悦子　　副編集委員長：小関　篤司
　委員：山内　房壽、山田　正和、鈴木　正義、北谷　峰二、
　　　　各務　和彦、水石　玲子
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